【府労連】最終回答

第１の要求について、府労連との、これまでの良き労使関係については、今後とも維持していく。我々としては、この基本的立場に立って、給与・勤務条件に関わる諸問題については、誠意をもって、府労連と十分協議を行っていく。
第２の要求について、給与については人事委員会勧告を基本的には尊重すべきものと考えていますが、特例減額については財政収支不足に対応するため、平成26年度の対応としてカットをお願いしているところです。

引き続き給料カットを実施することとなり、職員の皆さんにはご負担をおかけし、大変心苦しく思っている。

第８の要求について、行政職給料表２級及び３級の最高号給に多数の職員が滞留していることについては認識しているが、現時点において給与上の措置を講ずることは困難です。なお、様々な観点から職員のモチベーションを確保することは重要であると認識している。
第16の要求について、適正な業務管理と職員の健康管理等の観点から時間外勤務の縮減に取り組んでいく。また、教職員の業務負担軽減についても引き続き取り組んでいく。

これらの取組みにあたっては、労働基準法第36条の趣旨も踏まえて行っていく。

　配偶者同行休業制度については、様々な観点から研究を行っていく。

　その他の要求の諸事項については、先般、企画厚生課長及び人事局長から答えたとおりです。
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